
コロナ禍における燃油価格高騰の影響を受けている運送事業者に対し、
事業継続を応援するため、対象車両台数に応じて交付金を給付します。

【対象者】次の事項を満たす事業者
❶市内に本店または営業所を有する法人または個人事業者
※資本金の額または出資の総額が3億円未満および従業
員数300人以下の会社に限る

❷貨物自動車運送事業法に定める一般貨物自動車運送事
　業、特定貨物自動車運送事業または貨物軽自動車運送事
　業を営むトラック運送事業者など
【対象車両】自動車検査証の記載事項において、次のすべて
を満たす車両 ※被牽引車および二輪車は除く

「公共交通」とは鉄道・バス・タクシーなど誰もが利用で
きる乗り物のことをいいます。公共交通はコロナ禍によ
る利用者激減後、現在はゆるやかに利用者数が回復し
ていますが、依然として運行が厳しい状況にあります。
全国各地で減便や路線廃止が行われ、いまや公共交通
は「あることが当たり前」ではなくなってきています。

嘉麻市内には西鉄バスが3路線運行してお
り、すべての路線に赤字補填を行っています。
平成30年に碓井・大分坑線の廃止の話が持ち

上がったことがきっかけで赤字補填が始まり、令和3年度
からは2路線（飯塚～大隈線、上山田線）も赤字補填の対
象となりました。

■平成31年度
■令和2年度
■令和3年度
■令和4年度

623千円（1路線）
186千円（1路線）

21,096千円（3路線）
23,738千円（3路線）

【必要書類】
❶嘉麻市貨物自動車運送事業継続支援金交付申請書
（様式第1号）
❷申請者本人名義の振込先口座の通帳の写し
❸申請者の本人確認書類の写し
❹運輸局からの許可書等の写しまたは
　貨物軽自動車運送事業経営届出書の写し
❺交付対象車両の一覧表（様式第2号）
❻❺の一覧表に記載された車両の自動車検査証の写し
❼事業を実施していることが証明できる書類の写し（確定申
　告書、決算書、帳簿書類等）
【申請方法】必要書類を郵送または窓口へ持参
【申請期限】令和6年3月29日(金)まで
【受付時間】8：30～17：00 ※窓口は平日のみ受付
【郵送先】〒820-0292  福岡県嘉麻市岩崎1180番地1
嘉麻市役所 交通政策課「貨物自動車運送事業継続支援金」担当
※郵送の場合は令和6年3月29日(金)必着

嘉麻市貨物自動車運送事業
継続支援金
嘉麻市貨物自動車運送事業
継続支援金

地域の公共交通
を利用しましょう
地域の公共交通
を利用しましょう
～公共交通の現状とこれから～～公共交通の現状とこれから～

登録年月日

自家用・事業用の別

使用者の氏名または名称

使用者の住所

使用の本拠の位置

有効期間の満了する日

令和5年4月1日以前

事業用

申請者と同一または同一法人

嘉麻市内の住所である事

嘉麻市内の住所である事

交付申請日以降

自動車検査証の記載事項 対象要件

●問／交通政策課　☎42-7404

嘉麻市貨物自動車運送事業継続支援金についてのQ&A

A.嘉麻市内の事業所または営業所が保有する事業用自動
車が対象となります。また、被牽引車、二輪車は対象外です。

Q1.対象車両の要件は何ですか?

A.市内の事業所が有している車両が対象となります。そ
の確認として車検証の「使用の本拠の位置」記載の住所
が嘉麻市内である必要があります。

Q2.市内の事業所で使用している事業用車両なら
　   対象になりますか?

A.申請は1回限りとなります。※車両の申請漏れがあっ
た場合でも追加で交付を受けることはできません。ご注
意ください。

Q3.複数回に分けて申請することは可能ですか?

Q4.提出物中の「事業を実施していることが証明できる
       書類の写し」では、何を提出すればよいですか?
A.2022年分の確定申告書や決算書、帳簿などの事業収
入が確認できる書類を提出してください。

普通自動車

小型自動車

軽自動車

車両1台あたり4万円
車両1台あたり2万円
車両1台あたり1万円

給付額
上限は1事業者
あたり30万円

条件などをご確認
の上お申し込み

ください!

を給付します

詳しくは嘉麻市ホームページをご確認ください。 H
P

交通政策課からの
お知らせ ●問／交通政策課

　　　☎42-7404

令和5年10月の法改正により、利用者の少ない
赤字ローカル線のうち条件を満たした線区を
対象とした再構築協議会（※）の設置が認められ

るようになりました。現在のところ嘉麻市近郊で再構築協議
会の設置対象路線はありませんが、後藤寺線や原田線では
利用者の減少が見られます。
※再構築協議会とは利用者の減少により鉄道の運営が難し
　くなった線区を対象に、事業者と沿線自治体、国が持続可
　能な地域公共交通を再構築するために話し合う場のこと。
　協議会は、鉄道事業者または自治体が国に申し入れるこ
　とで設置されます。

公共交通が衰退することで一番困るのは、運転免許を持たない子
どもや高齢者などです。買い物や病院・学校などに行きたくても行
けない状態になるかもしれません。現在、マイカーを利用している
人は、いずれ免許を返納しようと思ってもためらう原因になること
も考えられます。私たち一人ひとりが将来の自分、さらに次の世代
を考えて、将来の交通手段を守っていきませんか。

【民間路線バス運行赤字に対する嘉麻市の補填額】

1日平均通過人員の推移
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原田線
（桂川駅～原田駅）

これからの公共交通を守ろう

まずは、目的地や日によって公共交通を使い分けるなど、積極的に利用して
みんなで未来につなげていきましょう！

【お得な定期券や乗車券もあります!】
■西鉄バス：グランドパス65（65歳以上の方限定の
　乗り放題定期券）など
■鉄道：旅名人の九州満喫きっぷ（九州の全鉄道の
　快速・普通列車1日乗り放題3回分）など

公共交通の現状

嘉麻市の民間公共交通の現状

西鉄
バス

JR

1728

2981

385

1205

昭和62年度（1987） 令和4年度（2022）
出典：JR九州ホームページ「線区別ご利用状況（2022年度）」

申請期限が迫っています! まだの方はお急ぎください!
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